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序

近年､先進諸国では､肉用牛に対する給与飼料が粗飼料主体から濃厚飼料主体に変わり､これに伴

って給餌方法が容易にな り､飼料の入手 も容易になったため､フィー ドロット(多頭飼育 )方式によ

る肉用牛の生産が可能になった｡しかし､反面､濃厚飼料が多給されるようになってから､乳酸アシ

ド-シス､第-胃炎､ル-メンノてラケラトーシス､肝曜癌､鼓膜症､突然死症侯群､蹄棄炎などのい

わゆる食餌誘発性疾患あるいは穀物飽食性疾患の発症例が多く報告されるようになった｡他方､濃厚

飼料多給などの給餌方式が肉用牛の栄養､行臥 繁殖､枝肉形質及び肉質などにどのような影響を及

ぼしているかについては詳細は十分に知られていない｡

本研究においては､ 日本でも主位を占める肉用牛生産地域である南九州地域の肉用牛生産技術の向

上に資するため､本学農学部畜産学科全五講座の教官が参加して､特に､宮崎県内で飼育されている

肉用牛の栄養､行動､繁殖､枚肉形質及び肉の脂質性状の五項 目にわたり検討を行 った｡単年度の研

究であったため､研究が完結 しない部分もあったけれども､各項目とも興味深い結果が得られ､ ここ

に報告書をまとめることになった｡詳細は各項目毎に研究分担者がまとめた研究成果を参照されたい

が､それらの要点を略記すれば次のようになる｡

まず､I(栄養面)では､濃厚飼料の多給が､場合によっては､第-胃内繊毛虫類の消失につなが

り､繊毛虫類の消失は牛のタン/(ク質栄養面で不利をまね く恐れがあることを示唆した｡他方､濃厚

飼料 (テンプ/)多給下では､繊毛虫類が消失すれば､徴 生物体タンノミク質生産のための効率が高ま

ると考えられているので､エネノレギー供給量は過剰傾向になると予想される｡ 班 (行動面 )では､濃

厚飼料多給方式で牛個体問の社会関係による精神的ス トレスが高まることが指摘され､その緩和策と

して親和的個体同志による牛群形成及び施設の改善の必要性が提案された｡Ⅰ¶(繁殖面 )では､濃厚

飼料多給によって栄養慶指数の高い地域は､産次がや 低ゝ くな り､初回種付けまでに要した日数は多

くな り､また､分唯間隔も延びる傾向があることが指摘された｡Ⅳ(枝肉形質の面 )では､濃厚飼料

多拾により､皮下脂肪厚が比較的厚くなる傾向が明らかにされた｡そして､V(肉質面 )では､濃厚飼 料
多給により､増体量は制限給餌J:りも増加したけれども､筋肉中の高度不飽和脂肪酸及びα- トコフェロ

ールの濃度が低くなる傾向が指摘された｡総括すると､濃厚飼料多給方式では 群飼のため牛個体間の精神的ス

トレスが高まる一方､第-胃内繊毛虫類の消失を伴うなど第-胃内徴生物相の変化をきたし､エネルギー供給量

が過剰傾向となって､皮下脂肪厚が厚くなり､増体はや よゝくなるが､肉質面では高度不飽和脂肪酸やα-トコ

フェロールの低下をまねき､さらさら 過剰な脂肪沈着が繁殖面で不利な影響を及ぼす傾向があると言えそうである｡

以上のように､本研究においては､牛の栄養､行動､繁殖､枝肉形質及び肉質の面から濃厚飼料多絵の問

題点をある程度示唆し､部分的に改善点を提案することができたが､既述のように､単年度の研究の

ため時間的に不十分な面があり､この報告書は､いわば､予報的な意味をもうと考えている｡このよ
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うに南九州地域の肉用牛に関して､畜産分野の五つの部門の研究者全員が参加して､問題を絞 って

総合的に検討した例は始めてのことであ り､また､この成果が極めて実用性に富む性格である点を

考えれば､今後 も機会をつ くって､なお十分な研究を重ねることにより､確実性の高い結果を得た

いと願わずにはいられない｡それによって肉用牛の生産技術の向上に一層貢献できるものと信ずる

次第である｡

本研究の遂行に当って､宮崎県西部食肉衛生検査所宮崎支所及び宮崎県家畜登録協会の御協力を

頂いた｡関係各位に対 して､記して深甚の謝意を表する｡

本研究は､昭和 59年度文部省特定研究経費によ り実施した｡

昭和 60年 3月

小 野 寺 良 次
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Ⅳ 宮崎県内肥育牛の屠肉形質の発育に影響
する要因に関する研究

福原利一 ･原 田 宏 ･守屋和幸

描 首

最近､食肉需要の増大と関連して､枝肉市場に出荷される肉用肥育牛の出荷体重の増大が顕著で

ある｡しかし､彼肉市場における屠体枝肉成績をみると､脂防の過剰とも考えられる蓄積が指摘さ

れ､出荷体重の増大が必ずしも赤肉量の増大に結びついていない面も少なくない｡一方､とくに南

九州地域では､肥育素牛の月齢が従来に比べて遅延し､かつ､育成時期にかなり濃厚飼料を与えて

いる｡

そこで､宮崎県内肥育牛を用いて､脂肪の蓄積程度あるいは､肥育導入月齢の遅延等が屠肉形質

の発育にどのような影響を及ぼすかについて検討した｡

材 料 及 び 方 法

供試牛は､宮崎県内佐土原 42頭､都城 31頭および日南 39頭計 112頭の黒毛和種去勢肥育

午 (内 7頭は雌牛 )であり､全頭の平均肥育導入時体重は 273± 26KF､また平均導入時日齢は

298±38日齢である｡これらの供試午はすべて､肥育導入後約7- 8カ月および約 12- 13

カ月で､牛体左側第 7.-8肋骨間を超音波スキャニングし､皮下脂肪厚､胸最長筋横断面積および

脂肪交雑を推定した｡なお､超音波スキャニング操作ならびに測定条件､記録写真の解析方法は従

来 1)と同様である｡

結 果 及 び 考 察

1. 肥育場所別居肉形質の発育

佐土原､都城および日南の各肥育センターの供試牛の2回の超音波スキャニングによる屠肉形質

推定値および両推定値間の増加量は表 1に示すとおりである｡

佐土原肥育センターでは他の2肥育セ/クーに比べて､肥育導入が､平均 20-30日早かった

が､導入時体重では日南が最も低く､最 も高い都城と平均値で約 20Kgの差があった｡都城では佐

土原に比べて第 1臥 第 2回の超音波スキ十-/グした日齢が進んではいるが､皮下脂肪厚､胸最長
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筋横断面積および脂肪交雑すべてについて高かったoしかし､第 1回目から第2回目のスキャニン

グまでの胸最長筋横断面積の増加量は､他の2地区に比べて極めて低かった0-万､肥育導入体重

の最も低かった日南では､皮下脂肪厚､胸最長筋横断面積の増加量は最 も高かったoまた､脂肪交

雑の増加量は､地区間であまり差は無かったが､ 日南地区が若干低かったo

表 1 肥 市 Iiふ所 別 成 績

第 Ⅰ阿藤音波スキ十二ノグ 第2回浄渡スキーr二/グ

肥育場所 頭数 導入体重 導入日齢 tj齢 皮下脂肪厚 胸最長筋 月齢 維 日齢 皮下脚方厚 胸最長筋 月折 雑

佃 ) (初 ) 讐 戸 (m) 讐 竿

佐土原 42 277士25 279±31496±31165士22 29.8±22 0.3士0.2 634±31 19･6士214 423十18 0･9±0･Z
(3.1±24)(125±2_6)(06士02)

郡 城 31 28吐21 307±20 555i77Ⅰ75±26 424十3･9 0･7士0･2 68吐27(230監23.22)(4;豊 …)(去.三豊 )

日 南 39 262士24 311±46 533士57155±2.1 306±214 D4士013 694±57 189t30 46101131 10二蜘3
(35±2_5)(154jI37)(05士0.3)

全 体 112 273±26 298±38 525±61164士24 336士62 04iA3 670j=50 196±30 449±37 1吐03
(32±24)(113±53)(05十02)

( )内の数値は､第 1匝卜推定値からの増加量0

2. 肥育導入日齢､体重および種雄牛別居肉形質の発育

肥育導入時の日齢および体重別に4段階に供試牛を分けそれぞれの屠肉形質推定値ならびに増加

量は表 2および3に示すとおりである｡

兵 2 導 入 ulf口 齢 別 成 績

第 1FD]避 雷妓 スキ ,Y二 ノグ 箭 2回超 音波 スキ ャニ ング

導入臼齢 威教 導人体婁 E]齢 皮下脂肪厚 鞠最長筋 脂肪交雑 日齢 皮 卜脂肪厚 胸最長筋 脂肪交雑

横断面積 横断面積

(KF) (7nn) (cd) (m ) (cmZ)

221-267 262612:±17.6 464士15 16.4十24 30_5士23 04iTO2 609士15 19.3上28 415士1.4 08±02
(2B士19)日1.0±24)(05±H.2)

27〔トー30D 322752±23.2 510±49 160±24 34.8士69 05士03 657士23 18.9土2.6 44.9+3Z IO±03
(29士2.O)(10.2±531(05二川3)

30ト318 26 28G5士277 531士39 17.0±2.2 356±71 0.5i¶3 682ナ19 199±29 46.3士3.3 11ナi).3
(35±27)(107j:54)(06士0.2)

32lr400 28 276.1士279 595±43 17.け上25 331十5.5 05二ヒ02 731士34 206+33 46_7+3.8 1(仕0.2
(3.6土28)(13.6士6.3)(05十0.2)

全 体 1122734土25_5 525十七1 16.4士24 33.6寸6.2 05±勺.3 670±50 196±30 449±3.7 101口3
(32-124)(113士53)(05±02)

( )Vjの数値は ,第 1匝Ⅰ推定値か らの増加量0
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){Lう ヰ 人 目-f休 IT31JJIJk続

/ll】回郎rTLい,1十二 / グ Ⅵ2ll,]超 汽好 -J,ヰ JYニ ノグ

中人伸二蒔 幻数 帝人L摘令 Fl齢 は l脂肪)'rl胸ftユi<W/J脂肪交雑 H新 任 r/月放ち倖 胸最長前 月約万交雑
楢断舟桃 f対断面積

LKク) (m ) (cdi) (棚 〕 (cd)

205-249 20 292十43 509±51 162十二22 31.0±26 04±03 664±55 18.6士24 44.0±32 0.9±02
(24±16)(130士4り (0,6士03)

250270 28 280±36 509士58 163士26 321十56 04±0.3 653+51 19.7土31 44.3十3.4 10士0.3

(34±26)(】22±47) (0,e二蛤2)

272-289 36 305士54 538±67 167±刀2 346+22 0.5±0.0 680十67 201±15 45.5士3.5 1.0±i)0

(33±17)(10.9士57) (05±00)

zワo-337 2ti 312±32 538士58 163士22 35.5二!6.6 05十や2 678±41 197士27 45.3±3.1 09十0.3
(35士24)(9.8士52) (05士02)

全 体 112 298±38 525±61 16.4±24 33.6jj5.2 04±83 670±50 196±30 419±3.7 1.Ojj).3
(3_2±24)(113士53) (0.5±0.2)

( )内の数値は､第 日E･]推定値か らの増加量

最 近､肥育素牛の日齢が進み過ぎていることが若干問題とされているが､本試験の供試牛につい

てみると最低 221日から最高400日とその差は約 80日あり､また導入体重では､ 205Kgか

ら337Kgとその差は約 130KFあったoしかし､表 2に示されるように､導入日齢を延ばすこと

が必ずしも導入体重を大きくすることとつながらないようであった｡むしろ､育成期間を長 くし､

その間濃厚飼料を必要量以_上に与えることにより､主として皮下あるいは筋間における脂肪の蓄積

量を増加させている傾向が示唆された｡とくに､第 1回から第 2回のスキャニングまでの皮下脂肪

厚の増加量は､導入時日齢が高くなるに従って大きく､今後改良を要する点と考えられた｡すなわ

ち､表 Zの胸最長筋横断面積の増加量に示されるように､育成期間を長 くして発育を促した牛につ

いては､赤肉量は増大する傾向にあるが､黒毛和種の特色とされる脂肪交雑については､ほとんど

効果はみられず､むしろ余分な蓄積脂肪を増加させる可能性があるのではないかと思われた｡

一方導入体重別にみると､表3に示されるように､肥育期間中の胸最長筋横断面積の増加量は､

導入体重が小さな牛の方が逆に大きくなり､しかも､皮下脂肪など余分な脂肪の蓄積量が′｣＼さくなる傾向

がみられた｡また､僅かではあるが脂肪交雑の増加量も､導入体重が′｣＼さい方が比較的大きくなる

ようであった｡肥育導入体重が′J＼きいことは､仕上げ体重を小さくすることも考えられるが､精肉

歩留りから考えれば､取 り入れるべき点も含まれていると思われた｡

本試験で取
2,3

されているこ

h
ノヽ
ノ
と

上げているこれらの屠肉形質は､従来種雄牛による遺伝的影響がかなりあると報告

から､供試牛のすべてを種雄牛別に分類し､屠肉形質を調べた｡その結果は表4に

示すとおりである｡本供試牛の内比軟的多く使われていた種雄牛は､都城地区で多く使われている

高藤､清波､佐土原地区で多く使われている北福､茂波､ 日南地区で多く使われている福久､隆美

の6頭であり､ これらの種雄牛による供試牛は 77頭とかなり偏 りのあることが認められた0
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夫 4 杵 坪 ′卜別 僻 形 質

a,lLn]超訂波スキャ二/グ 第 2rrjl超音言渡スキャ-/グ

稚雄牛 頭数 日齢 皮下脂肪厚 胸最長筋 脂肪交雑 臼齢 妓 卜脂肪厚 胸最長筋 脂肪交雑

横断面積 横断面積

(7nm) (cm2) (Inm) (chi)

妄隆 3 546±8】

一福 1 494

義花 4 479±18

菊照 1 431

菊雄 4 669士32

菊正 1 639

賢情 3 504±25

高藤 10 496±11

山本 6 463±16

清華 3 571±42

清波 9 504±15

清福 2 494±20

第 5泉 1 492

第6吉花 1 579

美波 1 652

福久 16 534±55

北福 15 518士43

茂波 9 520±59

利晴 2 488±60

隆莫 18 530士52

和朝 2 662±11

19.け±3.7 36.1±7.2 0.6士02 673±46 21･1±3･7 46.1±35 1･仕011
(2,1±1.9) (10.ひ±5.8) (0.5±0.3)

15.0 45.0 0.8 668 17.4 50.2 1.2

( 2.4) ( 5.2) (0.4)

】6.4±1.1 31.6±3.4 0.3士0.3 622士12 18.9±1.3 48.7±1.6 0.9士0.1
( 2.5±2.0) (ll.1±4.0) (0.6士0.2)

11.6 24.5 0.0 592 14.7 40.6 1.0

( 3.1) (16.1) (10)

176±2.0 41.3+7.3 0.6士0.1 727±32 22.5±23 43.6±7.2 1.0±0.1
( 5.0±0.8) ( 2.4±i).8) (0.4二組 1)

237 48.2 0.3 697 27.0 50.0 1.0

(3.3) (1.8) (0.7)

14.9土0.5 29.1±i),0 0.3出).0 642±25 20.8±1.7 42.4±1.7 0.9士0.1
(5.9±1.8) (13.3±17) (0.6±0.1)

16.6±1.9 42.7±1.9 0.8士0.2 670±11 20.0±2.8 48.4±2.4 1.2士0.3
( 3.4±23) (5.7±1.5) (0.4二組 1)

17.2±3.2 30.2±11 0.4±仇2 601±16 18.7±3.0 41.2±1.7 0.9ji).2

(1.5±12) (110±1.9) (G.5二蜘 1)

14.8±0.3 315士2.6 0A士の.1 732±42 17.1±1.1 48.3士2.2 1.1±0.3
(2.3士1.4) (16.8±0.7) (0,7士0.3)

16.8±2.1 412士2.6 0.6±0.3 678士15 18.8士2.7 46.6±2,7 1.0±刀.4
( 2.0±2D) ( 5.4±1.0) (0,4±0.2)

15.5±02 31.4士0.1 0.2±0.2 632土20 19.1±11 42.3±0.6 0.7±0.2
(3.6±0.9) (ll.0±廿6) (0.5±0.3)

14.7 28.3 0.0 630 20.1 42.8 0.7

( 5.4) (14.5) (0.7)

14.9 29.3 0.8 74(〕 16.9 45.5 1.2

( 20) (16.2) (0.4)

i7.7 45.5 0.8 710 19.5 46.4 0.8

(18) ( 0.9) (0.0)

15.g±2.3 3I.4±1.9 0.4±勺.3 695±55 20.2士2,8 46.3±2.9 0,9±0.2
(4.3±2.6) (14･9±3･4) (0.5±0.2)

I6.8±1.8 302±4.2 0.3±0.2 651t33 20.3士2.1 43.1士2.9 0.91j).2

(3.6jI2.8) (12.9jI3.2) (0.6士tu)

I6.8±2.4 3I.5±3.6 0.4±0.1 649±40 19.0±3.4 42.4±1,5 1.Ojjll

( 2.Zt1.5) (10.9±3.8) (0.6±0.1)

16.5±0.9 28.8士1,1 0.4±0.1 626±ち0 20.6±2,3 41.5±1.6 1.lid.1
(4.1士3.2) (12.7±2.6) (0.71刀.2)

15.8±2,3 297±2.0 0.4士0.3 687士55 18.7±2.9 45.6±3.0 1.Ojn3
( 2,9±2.4) (15.9±3.7) (0.5+刀.3)

18.0±2.5 41.9士5.7 0.8±0.0 720±11 22.8±2.7 44.4士6.2 1.1±0.1
(4.9±0.3) (2,5士0.5) (0.3±0.1)

全体 112 5251頚1 164±2.4 33.6±6.2 0.4±0.3 670±5O 19.6士3.0 4419±3･7 1･0±0･3
(3.2士2.4) (ll.3±5.3) (0.5±0.2)

( )内の数値は､第 1回推定値か らの増加量
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各種雄牛でスキャ-/グ時の目齢に若干差があるが､肥育期間中の皮下脂肪厚の増加量の最 も小

さかったのは､清波と茂波で約2mであり､逆に最 も大きかったのは､福久の約47n7nであったoま

た胸最長筋横断面積については､高藤､清波は､第 1回 目のスキ ャニング時で､他の種雄牛に

比べて大 きか ったが､第 2回 且のスキ ャニ ング時までの増加量はかな り′｣＼さか った｡すな

わち､高藤､清波は､他の種雄牛に比較 して発育がかな り早いのではないか と考 えられたo

胸最長筋横断面積の増加量が最 も大 きか ったのは隆美の約16C戒であったが､ 日齢が進んでい

る割には､第 2回目のスキャニング時の推定値は低かった｡脂肪交柔酎こついては､高藤が比較的高

いようであったが､増加量では､北福､茂波が若干優れているようであった｡

以上のように､十分な統計処理を行なっていないが､種雄牛による影響はいずれの屠肉形質に対

しても比較的強く現われる傾向が認められた｡

3. 蓄積脂肪と居肉形質の発育

前述したように､肥育導入時の蓄積脂肪､とくに皮下脂肪厚にかなり差があるため､第 1回目､

すなわち肥育導入後約 7--8カ月の皮下脂肪厚別に分類して屠肉形質の発育について検討した｡そ

の結果は表5に示すとおりである｡

表 5 皮 下脂 肪厚別成績

ly,洞 第 1回超音波スキ ャニング 第 2ロ]J起首妓スキャニング

良下脂肪厚 頭数 溝人体香 H齢 放下脂肪厚 胸最長筋 脂肪交雑 R齢 皮 FL脂肪摩 胸最長筋 月経F交雑

横断面積 横断面積

A _一･･･.__｣ゴ_:- ⊥L ⊥_JLlll.･._ ____⊥_空_二.__･.二_空し_一 ･･一__

104 149 25 2734±281 515t45 14▲1士10 310±4004t03 67け±49 17.6±26 451士33 10+仇Z
(35±25)〔14()十40)(q6±刀3)

150 16.0 39 2756±24.5 518+52 153土や,3 34,2±6205二川'3 668±48 18,8±24 4511=35 09士0▲3
(35±24)(109士52)(05土03)

162-189 34 2700士230 524士62 175士t)8 338十6L'05±¶3 66tit53 206±21 44.9±34 1什ヒOj
(31t22)(111十5O)(05±021

192一-212 14 275.7ト275 568士84 2】ZjI14 360t66r)4ナ02 681±44 23:iLZj 441十5n 10士03
( Z()t20)(8115b)(05士021

全 体 112 r2734±255 525士61 164124 336士6204103 67吐5O 196士30 44qi37 1O士03
(32±24)IH J15tH L05十02)

( )内の数値は､第 1回推定値からC/)増加蛋

これによると､第 1回目の皮下脂肪厚の大きいもの程､皮下脂肪厚､胸最長筋横断面積の増加量

は小さかった｡しかし､第 1回目で皮下脂肪が厚いものほど､第 2回目も厚 くなることが認められ

た｡なお､脂肪交雑については､これらのこととはあまり関連が少ないように思われた｡食肉の生産

性から考えると蓄積脂肪の増加は注目すべき問題であり､この皮下脂肪厚の増加量と居肉形質の関
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連を調べた｡その結果は表6に示すとおりである｡

表 6 皮 下 脂 肪 厚 増 加 量 別 戒 績

第 1回超 音波 ス キ +二 ンク

皮下脂肪厚 頭数 導入体重 日齢 皮下脂肪厚 胸最長筋
増 加 音 横断面積

(7m) (Kg) (.m) (chg)

第 2担】超 音波 ス キ ャニ ング

皮下脂肪厚 胸最長筋 脂
f漸 面積

(那 ) (cmZ)

0.〔ト1.8 45 273.4±281 521±54 17.2±25 33.才t5.7 0.5±03 668±49 181±25 45.2±3.5 日)土0.3

(0.9±勺.6)(11.4士5.0)(0.5±0.2)

2.〔ト3.6 22 275.6士24.5 507±60 15,8士26 338±7.4 0.5十03 653±46 18,6士2_6 44.3±3.6 1.0±0.2
(28士0.5) (10.6±5.3)(0.5十03)

4.〔ト46 18 270.0±23.0 526±68 159±2▲2 329±4.9 0.4:士や.3 671±21 205±2.3 44.7±3.3 0.9ナ0･6
(4.6±0.21(118士4,5)(06土02)

5.1-1 6 27 275.7-t27.5 548±61 16吐1.8 33.3i64 0,51九3 686±44 225二と18 44.9士4,2 1.0士02
(65±1.3)(ll.6士6.1)(0.5jn2)

全 体 112 273.4±25.5 525±61 16.4士2.4 33.6士6.2 0.4士0.3 670±50 19.6十3.0 44.9±37 1･仕切.3
(3.2±2.4)(113ナ5.3)(0.5±0.2)

( )内の数値は､第 1匝】推定値か らの増加量

これによると､皮下脂肪厚の増加の認められなかったものから約 10mm認められるものまで蓄積

量ではかなり差のあることが認められたoしかし､表 5でも述べたように､この蓄積脂肪量の増加

は､脂肪交雑の増加にほとんど結びついておらず､とくに注目されることは､胸最長筋横断面積､

すなわち赤肉量の増加にも関連性をもっていないことであるo

このことは､肥育経営面あるいは食肉生産性の面から考えて早急に改良されるべき点と考えられ

る｡また､仕上げ体重を大きくするあまり､育成期間を必要以上に長くしたり､かつ肥育期間を長

くして濃厚飼料を過剰に与えることは､あまり好ましくないように思われた○

1) 原 田 宏 .熊 崎 一 雄 ,日畜会報 ,50:305-311･1979

2) 熊 崎 一 雄 ,中国農試報告 ,B-10:29-37･1962

3) 向 井 文 雄 .並 河 澄 .佐々木義之 ,京大農報 '109:1~14･1977
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